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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 36,616 10.5 6,539 11.1 5,610 1.0 3,615 1.3
22年3月期第3四半期 33,144 △3.2 5,886 44.7 5,555 64.9 3,568 72.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 237.53 ―

22年3月期第3四半期 234.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 50,546 30,286 59.9 1,988.88
22年3月期 49,308 27,577 55.9 1,810.93

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  30,276百万円 22年3月期  27,567百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 5.00 ―

23年3月期 
（予想）

10.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,500 7.8 8,800 18.7 8,150 16.1 4,850 7.5 318.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期連結会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注） 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作 
成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示 
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている連結業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点において入手可能な情報に基づいて 
作成しておりますが、実際の業績等は様々な要因により予想と異なる結果となる場合があります。 
 なお、業績予想の前提条件等につきましては、［添付資料］Ｐ２「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］Ｐ３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 15,222,800株 22年3月期  15,222,800株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  89株 22年3月期  48株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 15,222,746株 22年3月期3Q  15,222,752株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 ………………………………………………………………………… Ｐ2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………… Ｐ2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………… Ｐ2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………… Ｐ2

２．その他の情報 …………………………………………………………………………………………………………… Ｐ3

（１）重要な子会社の異動の概要 ……………………………………………………………………………………… Ｐ3

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 …………………………………………………………………… Ｐ3

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 …………………………………………………………… Ｐ3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… Ｐ4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… Ｐ4

（２）四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………… Ｐ6

（３）継続企業の前提に関する注記 …………………………………………………………………………………… Ｐ7

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 …………………………………………………………… Ｐ7

  

  



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国等の先進国経済では需要刺激策の波及効果が縮小し、景

気の先行き不透明感から雇用情勢の回復も進まず、景気の回復に足踏みが見られました。中国等の新興国経済は

需要刺激策等により、公共投資を中心とした内需が堅調であったものの、金融の引き締め政策等により生産増加

のテンポが緩やかになり、全体として景気の回復スピードは弱まりました。 

わが国経済は、エコカー補助金の終了による需要の反動減等により政府の需要刺激策の効果が弱まった他、円

高や世界経済の停滞による輸出の鈍化等により生産の回復が弱まり、改善の動きに一服感が見られました。 

このような経済環境の中で当社グループは、電気・電子部品事業においては、タブレットパソコン向けの細線

同軸コネクタが好調に推移したものの、ノートパソコン向けの細線同軸コネクタ等がノートパソコンの在庫調

整、さらには円高の影響等を受け、全体として緩やかな成長となりました。自動車部品事業は、国内市場は低迷

したものの、新興国市場における好調な自動車販売が下支えとなり、回復基調を維持いたしました。また、設備

事業につきましては、半導体市場において、景気の先行き不透明感から在庫調整の動きが本格化し、半導体メー

カーの設備需要が落ち込んだことから、半導体樹脂封止装置等が伸び悩みました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は36,616百万円（前年同四半期比10.5％増）、営業利益6,539

百万円（前年同四半期比11.1％増）、経常利益5,610百万円（前年同四半期比1.0％増）、四半期純利益は3,615

百万円（前年同四半期比1.3％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,237百万円増加し、50,546百万円と

なりました。 

資産につきましては、流動資産は、仕掛品の増加167百万円及び受取手形及び売掛金の増加95百万円等により

273百万円の増加となり、固定資産は、工具、器具及び備品の減少563百万円、建物及び構築物の減少154百万

円、機械装置及び運搬具の減少145百万円等がありましたが、自社生産設備の増加及び連結子会社である松江第

一精工株式会社の工場建設等による建設仮勘定の増加1,986百万円等により964百万円増加しました。 

負債につきましては、流動負債は、1年内償還予定の社債の減少1,647百万円、賞与引当金の減少467百万円等

により2,107百万円の減少となり、固定負債は、繰延税金負債の減少498百万円等がありましたが、長期借入金の

増加1,120百万円等により636百万円増加し、負債残高は1,471百万円減少の20,260百万円となりました。 

純資産につきましては、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加3,387百万円及び投資対象国通貨との対

比で円高が進んだことによる為替換算調整勘定（借方残高）の増加674百万円等により2,709百万円増加し、

30,286百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の世界経済は、先進国経済では景気回復に力強さが欠けるものの、米国では消費に回復の兆しが見られ、

中国等の新興国経済においても輸出が拡大し、設備投資も高水準に推移して生産が増加し、全体としては景気の

回復が継続するものと思われます。 

当社グループの平成23年３月期通期の業績につきましては、ノートパソコンの在庫調整が一巡するものと思わ

れ、平成22年11月10日発表の「平成23年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」のとおり、売上高

48,500百万円（前年同期比7.8％増）、営業利益8,800百万円（前年同期比18.7％増）、経常利益8,150百万円

（前年同期比16.1％増）、当期純利益4,850百万円（前年同期比7.5％増）を見込んでおります。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,316,095 12,281,956

受取手形及び売掛金 9,473,707 9,378,477

製品 3,516,209 3,557,388

仕掛品 1,624,267 1,457,123

原材料及び貯蔵品 997,134 1,129,658

繰延税金資産 989,357 987,553

その他 739,220 599,599

貸倒引当金 △4,702 △13,896

流動資産合計 29,651,291 29,377,862

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 8,101,358 7,930,296

減価償却累計額 △4,646,176 △4,320,298

建物及び構築物（純額） 3,455,181 3,609,997

機械装置及び運搬具 18,053,511 17,523,595

減価償却累計額 △11,776,374 △11,100,929

機械装置及び運搬具（純額） 6,277,137 6,422,665

工具、器具及び備品 14,905,940 14,222,805

減価償却累計額 △13,054,453 △11,807,356

工具、器具及び備品（純額） 1,851,487 2,415,448

土地 3,415,491 3,407,810

建設仮勘定 3,216,378 1,230,060

有形固定資産合計 18,215,675 17,085,983

無形固定資産   

その他 1,563,003 1,650,279

無形固定資産合計 1,563,003 1,650,279

投資その他の資産   

繰延税金資産 431,885 442,554

その他 705,940 771,177

貸倒引当金 △20,852 △18,880

投資その他の資産合計 1,116,973 1,194,851

固定資産合計 20,895,652 19,931,115

資産合計 50,546,943 49,308,977



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,488,307 1,820,578

短期借入金 5,908,432 5,700,247

1年内償還予定の社債 255,000 1,902,500

未払法人税等 1,585,156 1,756,147

賞与引当金 540,452 1,008,024

その他 2,433,904 2,131,676

流動負債合計 12,211,253 14,319,173

固定負債   

社債 130,000 272,500

長期借入金 4,474,264 3,353,363

繰延税金負債 806,099 1,304,394

退職給付引当金 791,942 790,432

役員退職慰労引当金 219,904 221,086

その他 1,626,734 1,471,015

固定負債合計 8,048,944 7,412,792

負債合計 20,260,198 21,731,966

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,287,940 5,287,940

資本剰余金 4,812,216 4,812,216

利益剰余金 23,660,364 20,272,919

自己株式 △315 △140

株主資本合計 33,760,205 30,372,935

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 17,636 21,828

為替換算調整勘定 △3,501,704 △2,827,433

評価・換算差額等合計 △3,484,068 △2,805,605

少数株主持分 10,608 9,681

純資産合計 30,286,745 27,577,011

負債純資産合計 50,546,943 49,308,977



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 33,144,087 36,616,142

売上原価 21,101,875 23,060,650

売上総利益 12,042,211 13,555,492

販売費及び一般管理費 6,155,979 7,016,380

営業利益 5,886,231 6,539,111

営業外収益   

受取利息及び配当金 29,877 33,806

和解金 40,000 40,000

デリバティブ運用益 195,964 －

その他 98,707 62,016

営業外収益合計 364,549 135,823

営業外費用   

支払利息 158,027 148,178

為替差損 502,177 878,792

デリバティブ運用損 － 6,909

その他 35,432 30,700

営業外費用合計 695,637 1,064,579

経常利益 5,555,143 5,610,355

特別利益   

固定資産売却益 61,132 7,716

貸倒引当金戻入額 － 8,890

特別利益合計 61,132 16,606

特別損失   

固定資産売却損 3,264 5,882

固定資産除却損 91,482 50,593

たな卸資産廃棄損 － 33,717

その他 － 18,233

特別損失合計 94,746 108,427

税金等調整前四半期純利益 5,521,529 5,518,534

法人税、住民税及び事業税 1,800,835 2,387,361

法人税等調整額 152,293 △485,905

法人税等合計 1,953,129 1,901,456

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,617,078

少数株主利益 353 1,292

四半期純利益 3,568,046 3,615,786



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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